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 来期の見通しと今後の課題 

 平成2８年 3月期 決算報告 



売上高と営業利益の推移 
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売上高： 平成23年３月期(2010年)より６期連続の増収 

営業利益：平成25年３月期(2012年)より４期連続の増益 
 予備校「現役合格保証」、個別指導「成績保証」などの企画の効果 

 行動規範の策定によるマインドの形成 

 個別指導ＦＣ展開、映像授業部門の躍進 

 



経営成績の概要 
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売上高 

 個別指導、映像授業及び子会社の増収が貢献し、前年比8.3％増  

営業利益 

 前年比2.0％増 

当期純利益 

 校舎再編成費用の計上、子会社の「のれん」減損の計上等を行った
ため、71.1％減 

連結経営成績 前年比

増減率

514

8.3%

6

2.0%

▲1

▲0.4%

▲208

▲71.１%
当期純利益 293 85

営業利益 317 323

経常利益 384 383

（百万円） 前 期 当 期

売上高 6,179 6,693



連結貸借対照表 
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総資産 6,426百万円、純資産4,307百万円に 

自己資本比率は 66.8％（無借金） 

連結貸借対照表 

（百万円） 前 期 当 期 増 減 比(％)

流動資産 2,432 1,632 ▲799 ▲32.9%

固定資産 3,797 4,793 996 26.2%

資産 計 6,229 6,426 196 3.1%

流動負債 1,240 1,175 ▲65 ▲5.2%

固定負債 668 943 274 41.0%

負債 計 1,909 2,118 209 10.9%

純資産 4,319 4,307 ▲12 ▲0.3%

負債・純資産 計 6,229 6,426 196 3.1%



連結キャッシュフロー 
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営業活動によるキャッシュフローは316百万円の収入 

投資活動によるキャッシュフローは子会社株式取得と、
それに伴う固定資産の取得により1,038百万円の支出 

連結キャッシュフロー 

（百万円） 前 期 当 期

営業活動ＣＦ 637 316

投資活動ＣＦ 30 ▲ 1,038

財務活動ＣＦ ▲72 ▲ 91

現金及び現金同等物

　　　   　　　期末残高
1,838 1,026



予備校部門の業績 
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個別指導や映像授業など大学受験市場の多様化や、少子
化による市場の縮小により生徒数は減少傾向にもかかわ
らず売上は微減 

 演習授業「THE TANREN」、「合宿（夏・冬）」等により売上
単価が上昇 

 現役合格保証制度の定着進む（約６割の生徒が選択） 

 

現役合格保証制度： 

 大学入試結果に満足せず、次年度も城南予備校において 

 再挑戦する場合は、高卒部授業料を全額免除する制度 



個別指導直営部門の業績 
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個別指導の需要の高まりを受け、生徒数・売上高ともに
前年を上回る 

小学生向け「ジュニアコース」や中学生向け「演習コー
ス」の導入により集客力向上 

成績保証制度： 

 期間内に所定の点数が達成できなかった場合は、保証
期間終了後の翌期間（4ヶ月間）の対象科目の通常授業
料を全額無料とする制度 



個別指導ＦＣ部門の業績 
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入学者数は前期比＋15.9％ 

直営とともに小学生も増加、年齢の幅が広がる 

開校業務サポートの強化により、新規教室の業績が向上 



個別指導教室数 
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62 17 5 
17 

8 

2 

10 

282 個別指導教室数 

（2016年3月末現在） 

88 72 

うち 直営   66教室 

   ＦＣ 216教室 

１ 



映像授業部門（河合塾マナビス）の業績 
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新浦安校：全マナビス（ＦＣ）中、生徒数 第１位 

川越校：売上高 第１位 

2016年2月に新越谷校を開校、6月に武蔵境校を開校予
定、着実に生徒数・売上高を伸ばす 

新越谷校を 
2月に開校 

映像授業をビデオ・オン・デマンド形式で視聴 

当社はフランチャイジーとして校舎を展開 

2016年6月に武蔵境校を 
開校予定 

校舎数は13に 



くぼたのうけんの業績 
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久保田カヨ子先生が実践した、賢い脳を育てる乳幼児教室 

着実に質の高いインストラクターを養成しつつ、売上4％
増となる 

2015年3月開校のお茶の水教室は２年目を迎え、当年５
月現在、在籍者数前年比188.9%増 



城南ルミナ保育園の業績 
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「くぼた式育脳法カリキュラム」を導入した保育園
2011年4月に東京都認証保育所として開設 

入園者数は、ほぼ定員を継続 

くぼた式育脳法を導入 

英語レッスン風景 



子会社について：ジー・イー・エヌ 
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株式会社ジー・イー・エヌ 

 ２歳から小学生までを対象とした英語教育事業「ズー・フォニック
ス・アカデミー」を運営 

当期の売上は288百万円に（18.8%増） 



子会社について：久ケ原スポーツクラブ 
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2015年11月、東京都大田区でスイミングスクール等の
運営をしている株式会社久ケ原スポーツクラブを連結子
会社化 

スイミング、スポーツジムのみならずバレエ教室など、
さまざまな分野のレッスンを提供 

地域に根差して35年、会員数は2700名を超える 

平成28年３月期の 
売上は、97百万円 

（2015年12月～
2016年３月） 



子会社について：リンゴ・エル・エル・シー 
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2015年12月、TOEFL®Test、IELTS対策に特化した留
学試験対策専門校を営む株式会社リンゴ・エル・エル・
シーを連結子会社化 

 合格実績：ハーバード大学、コロンビア大学、コーネル大学、オ
ックスフォード大学、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス
など多数 
 

文科省主導の留学促進キャンペーン「トビタテ！留学
JAPAN」が2013年10月より開始 

 文科省の掲げる目標（～2020年） 

大学生の海外留学12万人（現状6万人） 

高校生の海外留学6万人（現状3万人） 
 

大学入試改革 ⇒ 《読む・聞く・話す・書く》を重視
した入試制度への対応 

 



子会社について：リンゴ・エル・エル・シー 
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代表である林功氏の著作（2016年５月発売） 

 「IELTS必須英単語4400」 



部門別売上のまとめ 
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個別指導部門・映像授業部門が売上を伸ばす 

子会社も売上増に貢献 

 

（百万円） 前 期 当 期 増 減 比(％)

予備校 2,835 2,760 ▲75 ▲2.6%

個別指導 2,194 2,364 169 7.7%

映像授業（マナビス） 616 814 197 32.1%

ズーフォニックスアカデミー 242 288 46 19.0%

児童教育 187 197 10 5.3%

デジタル教材 40 34 ▲6 ▲15.2%

その他 64 139 75 117.2%

スポーツ事業 97

＜総計＞ 6,179 6,693 514 8.3%



  

18 

 来期の見通しと今後の課題 

 平成2８年 3月期 決算報告 



行動規範について 
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経営理念を実現し、業績を向上させるための行動規範を
2011年に作成 

唱和を通じて、意識の浸透を図り、具現化を目指す 

顧客満足度と従業員満足度の向上に貢献 

 



中期経営計画について 
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城南進研グループは、少子高齢化社会における競争に勝ち抜くために 
 
 ① 社会環境の変化（ＩCＴ化、グローバル化など）にフレキシブル 
  に対応し、顧客層の拡大を図ります。 
 
 ② サービスの専門性を高め、差別化を推進することで顧客満足度の 
  向上を目指します。 
 

これらを通じて、お客様に選ばれる総合教育サービス企業として、持続
的成長を実現します。 

結果として、城南進研グループは民間教育を牽引する存在となります。 

基本戦略 
 
① 社会環境の変化に応じた成長戦略の推進 

② 事業の再構築とシナジー効果の追求 

③ 顧客満足度の向上を軸としたブランドの構築 

「あるべき姿」 



中期経営計画について 業績目標 
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中期経営計画の目標を「必達目標」としつつ、計画の着
実な遂行を推進 

 

（百万円） 2014年度 2015年度 2016年度

売上高 5,942 6,317 6,795

221 315 475

3.7% 5.0% 7.0%

274 379 543

4.6% 6.0% 8.0%

営業利益

経常利益



中期経営計画について 2015年度達成状況 
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個別指導教室、映像授業教室の増収、売上・利益ともに
計画を上回る 

「TANREN」「合宿」などによる売上単価増も貢献 

（百万円） 中期計画 実　績 差 比(％)

売上高 6,317 6,693 376 6.0%

営業利益 315 323 8 2.5%

経常利益 379 383 4 1.1%



2016年度 予算 
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2016年度は引き続き、新規拠点の生徒増などにより、
個別指導教室、映像授業校舎などで売上増が見込まれる
予定 

（百万円）
2015年

実績
予　算 差 比(％)

売上高 6,693 7,117 +424 6.3%

営業利益 323 460 +137 42.4%

経常利益 383 513 +130 33.9%



総合教育企業を目指して  
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～年齢層及び商圏のイメージ～ 



城南ＡＯ推薦塾 
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私立大入学者の50％がAO・推薦入試による合格者とな
っている現状への対応 

人物本位入試への対応 

2015年度は慶応大、上智大、明治大、首都大学東京な
ど難関大学への合格を多数獲得 



城南AO推薦塾 
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書籍「AO・推薦入試は「志望理由書」が９割」の出版 

東京本部校（吉祥寺）開校 



ｅラーニング教材「デキタス」   
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当社グループの株式会社イオマガジンと共同開発 

2016年9月発売予定 



ｅラーニング教材「デキタス」 
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＠Active L∞p 
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電子黒板を活用した授業「@Active L∞p」 

 

高校１年生用 
教材より 



＠Active L∞p 
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電子黒板を活用した授業「@Active L∞p」 

○イラスト・動画で理解度向上！ 

○Time Trial 演習！ 

○テストシステム完備！ 



今後の課題  ～入試制度改革への対応～ 
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大学入試改革への対応 

 新しい学力（思考力・判断力・表現力等を含む生きる力）を問う
大学入試への改革 

新テストの導入（センター試験の廃止） 

現在のところ不明瞭な点も多いが、対策を進めていく 

 

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」における英
語に関する方針への対応 

 「読む」「聞く」「書く」「話す」の4技能の習得 

 上智大などで入学試験に採用されているTEAPなど、英語能力判
定試験への対策を強化 

 株式会社リンゴ・エル・エル・シーと共同でカリキュラム開発 



利益還元 
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平成28年3月期は１株10円の期末配当予定 

中間配当 期末配当 配当　計

(円　銭) (円　銭) (円　銭)

H28年3月期 0.00 10.00 10.00

H29年3月期

（予想）
0.00 10.00 10.00
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ＩＲお問い合わせ先 
 

株式会社 城南進学研究社 
取締役執行役員CAO：杉山 幸広  

TEL:044(246)1951 
e-mail : info@johnan.co.jp 

本資料は、平成2８年3月期決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証

券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。本資料は平成28年3月31日現在のデータに基づ

いて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点での当社の判断であり、その情

報の正確性・完全性を保証し又は約束するものではなく、今後予告なしに変更されることがあります。 


